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人
事
案
件

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

古こ

平だ
い
ら

真し
ん

一い
ち

氏
（
52
歳
）

（
再
任　
白
帆
台
）

人
権
擁
護
委
員

藤ふ
じ

田た

邦く
に

子こ

氏
（
68
歳
）

（
再
任　
緑
台
）

5
月
会
議

5
月
9
日

　
令
和
６
年
度
一
般
会
計
及
び
４
件
の
特
別
会

計
補
正
予
算
の
専
決
処
分
の
ほ
か
、
２
件
の
条

例
の
改
正
を
審
議
し
全
て
承
認
し
た
。
ま
た
、

令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
及
び
町
長
の

給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

を
審
議
し
、
全
て
原
案
の
通
り
可
決
し
た
。

町
長
の
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
町
長
の
現
任
期
中
の
給
料
月
額
の
10
％
、
期

末
手
当
の
15
％
、
退
職
手
当
の
20
％
を
令
和
７

年
６
月
１
日
か
ら
減
額
す
る
も
の
。

６月会議
6月3日～
12日能登半島地震・復旧復興関連  事業能登半島地震・復旧復興関連  事業にに14億円余14億円余をを補正補正

令
和
７
年
６
月
会
議
は
６
月
３
日
か
ら
12
日
ま
で
の
10
日
間
開
催
さ
れ
、
令
和
７
年
度
補
正
予
算
６
件
、
条
例
３
件
、
財
産
の
取
得
や
人
事
案

件
な
ど
計
12
議
案
を
審
議
し
、
全
て
原
案
の
通
り
可
決
、
同
意
、
適
任
と
し
た
。
ま
た
、
請
願
１
件
を
継
続
審
査
と
し
た
。

そ
の
他
、
議
会
議
案
﹁
内
灘
町
議
会
議
員
の
請
負
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
﹂
他
１
件
を
可
決
し
た
。
こ
の
ペ
ー
ジ
で

は
一
般
会
計
補
正
予
算
の
う
ち
、
最
大
の
部
分
を
占
め
た
地
震
復
旧
関
係
経
費
を
特
集
し
た
。

社会教育施設災害復旧費社会教育施設災害復旧費
 9878 9878万円万円
西荒屋・室公民館西荒屋・室公民館
 新築工事基本・実施設計業務 新築工事基本・実施設計業務
鶴ケ丘東公民館復旧工事等鶴ケ丘東公民館復旧工事等

体育施設災害復旧費体育施設災害復旧費
 1 1億億17131713万円万円
総合グラウンド境界壁解体工事総合グラウンド境界壁解体工事
鶴ケ丘テニスコート復旧工事等鶴ケ丘テニスコート復旧工事等

公立学校施設災害復旧費公立学校施設災害復旧費
 8 8億億16201620万円万円
西荒屋小学校復旧工事・工事監理業務西荒屋小学校復旧工事・工事監理業務
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ピックアップ

能登半島地震・復旧復興関連  事業能登半島地震・復旧復興関連  事業にに14億円余14億円余をを補正補正

地籍調査事業 5000地籍調査事業 5000万円万円
土地境界の明確化土地境界の明確化

農業機械再取得等支援事業費農業機械再取得等支援事業費
補助金補助金
 1 1億億530530万円万円
農業用施設及び農業用機械の修繕・再取得補助金農業用施設及び農業用機械の修繕・再取得補助金

消防施設災害復旧費消防施設災害復旧費
 4248 4248万円万円

被災地域コミュニティ被災地域コミュニティ
活動維持支援金活動維持支援金
 792 792万円万円

　
６
月
会
議
で
は
、
地
震
復
興

関
連
の
予
算
が
計
上
さ
れ
、
西

荒
屋
校
区
の
人
々
に
は
待
ち
に

待
っ
た
西
荒
屋
小
学
校
の
復
旧

工
事
も
開
始
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
入
札
や
工
事
が
順
調

に
進
め
ば
令
和
８
年
８
月
末
ま

で
に
は
校
舎
棟
と
体
育
館
棟
の

復
旧
工
事
が
完
了
し
来
年
２
学

期
か
ら
再
ス
タ
ー
ト
と
な
り
そ

う
だ
。

　
「
母
校
」
と
も
呼
ば
れ
て
い

る
よ
う
に
学
校
は
人
を
育
む
上

で
極
め
て
重
要
な
場
で
す
。
歴

史
に
残
る
よ
う
な
巨
大
な
地
震

と
液
状
化
現
象
に
見
舞
わ
れ
、

甚
大
な
被
害
を
受
け
た
西
荒
屋

小
学
校
だ
が
、
西
暦
１
８
８
２

年
の
創
立
を
誇
る
歴
史
の
一

ペ
ー
ジ
と
し
て
こ
の
試
練
を
も

立
派
に
乗
り
越
え
、
伝
統
の
輝

き
を
未
来
の
世
代
に
伝
え
て
欲

し
い
も
の
で
す
。

生活家電給与費 400生活家電給与費 400万円万円
申請期限延長（R7.3月末→R7.9月末）申請期限延長（R7.3月末→R7.9月末）
応急仮設住宅入居者への購入支援応急仮設住宅入居者への購入支援

公費解体事業 1700公費解体事業 1700万円万円
自費解体費用償還金自費解体費用償還金

西荒屋・室地区仮設集会施設西荒屋・室地区仮設集会施設
借上事業借上事業
 2000 2000万円万円

復興推進事業 4300復興推進事業 4300万円万円

公共土木施設災害復旧事業公共土木施設災害復旧事業
 7800 7800万円万円
幅員 2m未満の道路及び公園の災害復旧測量設計幅員 2m未満の道路及び公園の災害復旧測量設計
業務業務

北部保育所再建実施設計業務北部保育所再建実施設計業務
 1034 1034万円万円

その他の主な事業
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令和7年
5月12日

5月会議審議議案と採決状況

議案番号
議員名

議決結果

福ふ
く
島し
ま

誠せ
い
一い
ち

中な
か
村む
ら　
　
聡
さ
と
し

土つ
ち

屋や

克か
つ

之ゆ
き

西に
し

尾お

雄ゆ
う

次じ

磯い
そ
貝が
い

幸ゆ
き
博ひ
ろ

七し
ち
田だ

満み
つ
男お

川か
わ

口ぐ
ち

正ま
さ

己み

恩お
ん

道ど
う

正ま
さ

博ひ
ろ

北き
た
川が
わ

悦え
つ
子こ

夷い

藤と
う　
　
満
み
つ
る

清し

水み
ず

文ふ
み

雄お

中な
か

川が
わ　
　
達
す
す
む

南み
な
み

　
　
守も
り

雄お
議案名

議案第36号 専決処分の承認を求めることについて
〔令和6年度内灘町一般会計補正予算（第10号）〕 承認 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第37号 専決処分の承認を求めることについて
〔令和6年度内灘町新エネルギー事業特別会計補正予算（第1号）〕 承認 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第38号 専決処分の承認を求めることについて
〔令和6年度内灘町国民健康保険特別会計補正予算（第4号）〕 承認 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第39号 専決処分の承認を求めることについて
〔令和6年度内灘町後期高齢者医療特別会計補正予算（第4号）〕 承認 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第40号 専決処分の承認を求めることについて
〔令和6年度内灘町介護保険特別会計補正予算（第4号）〕 承認 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第41号 専決処分の承認を求めることについて
〔内灘町税条例の一部を改正する条例について〕 承認 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第42号 専決処分の承認を求めることについて
〔内灘町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について〕 承認 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第43号 令和7年度内灘町一般会計補正予算（第1号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第44号 町長の給与の特例に関する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6月会議審議議案と採決状況

議案番号
議員名

議決結果

福ふ
く
島し
ま

誠せ
い
一い
ち

中な
か
村む
ら　
　
聡
さ
と
し

土つ
ち

屋や

克か
つ

之ゆ
き

西に
し

尾お

雄ゆ
う

次じ

磯い
そ
貝が
い

幸ゆ
き
博ひ
ろ

七し
ち
田だ

満み
つ
男お

川か
わ

口ぐ
ち

正ま
さ

己み

恩お
ん

道ど
う

正ま
さ

博ひ
ろ

北き
た
川が
わ

悦え
つ
子こ

夷い

藤と
う　
　
満
み
つ
る

清し

水み
ず

文ふ
み

雄お

中な
か

川が
わ　
　
達
す
す
む

南み
な
み

　
　
守も
り

雄お
議案名

議案第45号 令和7年度内灘町一般会計補正予算（第2号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第46号 令和7年度内灘町国民健康保険特別会計補正予算（第1号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第47号 令和7年度内灘町後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第48号 令和7年度内灘町介護保険特別会計補正予算（第1号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第49号 令和7年度内灘町水道事業会計補正予算（第1号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第50号 令和7年度内灘町下水道事業会計補正予算（第1号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第51号 機構改革に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第52号 一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第53号 内灘町半島振興対策実施地域における固定資産税の特例に
関する条例の一部を改正する条例について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第54号 財産の取得について［学習用タブレット端末　2，383台］ 可決 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第55号 固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めるこ
とについて 同意 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

諮問第1号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 適任 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願第4号 選択的夫婦別姓制度をただちに導入するための国会審議を
求める意見書の提出についての請願 継続審査 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会議案第4号 内灘町議会議員の請負の状況の公表に関する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議会議案第5号 内灘町議会議員政治倫理条例の一部を改正する条例について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○は賛成、×は反対、棄は議場に不在、欠は欠席、除は除斥、－は採決に加わらない

平成27年10月友好都市提携以降、交流を重ねてきた猿払村議会の皆さんが来町されました。

北海道猿払村議会親善訪問団北海道猿払村議会親善訪問団来町来町
友好都市

北部地区被災地、歴史民
俗資料館 風と砂の館、道
の駅内灘サンセットパー
クなどを視察しました。
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　議会の運営や活動のあり方の問題点をとらえて調査研究し、より適正で円滑な議会運営を目的に、副議長および常任委
員会委員長等で構成しています。 （◎は委員長、〇は副委員長）

議会運営委員会

 恩道　正博 ○清水　文雄 ◎中川　達 夷藤　満 西尾　雄次

議会広報対策特別委員会
　議会だよりの編集・発行を担当します。

福島　誠一　　北川　悦子
西尾　雄次　◎中村　聡　○土屋　克之

総務産業建設常任委員会
　総務部、復旧復興推進部、都市整備部、消防本部、会計
課、議会事務局、監査委員事務局の所管する事務事業を調
査、審査する委員会です。

　土屋　克之　　中川　　達　　福島　誠一
○川口　正己　◎恩道　正博　　北川　悦子

文教福祉常任委員会
　町民福祉部、教育委員会の所管する事務事業を調査、審
査する委員会です。

　磯貝　幸博　　清水　文雄　　南　　守雄
○中村　　聡　◎西尾　雄次　　夷藤　　満

議会選出監査委員
南　　守雄

河北郡市広域事務組合議会議員
七田　満男　　中川　　達
恩道　正博　　川口　正己

石川県後期高齢者医療広域連合議会議員
七田　満男

各委員会委員の選任が行われ、下記のとおり決定いたしました。

おししさん

よろしく
お願いします！
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◎
は
委
員
長
　
〇
は
副
委
員
長
　
議
長
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

　
６
月
委
員
会
で
は
令
和
７
年
度
内
灘
町
一

般
会
計
補
正
予
算
な
ど
を
含
む
６
議
案
が
審

査
さ
れ
、
す
べ
て
可
決
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
災
害
公
営
住
宅
に
お
け
る
入
居
意

向
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
な
ど
の
報
告
が

あ
っ
た
。

　�	

機
構
改
革
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
関
連
し
、
職

員
数
は
足
り
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
被

災
者
の
相
談
窓
口
の
集
約
を
考
え
て
い

る
か
。

　

�	

今
後
の
復
興
状
況
に
合
わ
せ
、
必
要
に

応
じ
て
増
員
し
て
い
く
。
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

窓
口
コ
ー
ナ
ー
を
１
階
に
設
け
、
担
当
部

署
の
職
員
が
窓
口
に
出
向
い
て
対
応
す
る

事
を
検
討
し
て
い
る
。

　�	

凧
の
祭
典
に
つ
い
て
、
全
て
の
地
区
が

参
加
す
る
よ
う
、
協
力
を
要
請
す
る
べ
き
。

　

�	

人
手
不
足
な
ど
地
区
ご
と
に
要
因
が
あ

る
が
、
来
年
度
に
向
け
て
、
各
地
区
お
よ
び

砂
丘
凧
の
会
と
協
議
を
進
め
、
多
く
の
地
区

が
参
加
で
き
る
よ
う
、
体
制
を
整
え
た
い
。

　�	

昨
年
12
月
よ
り
実
施
し
た
災
害
公
営

住
宅
に
お
け
る
入
居
意
向
調
査
結
果
の

報
告
が
あ
り
、
北
部
地
区
の
被
災
者
の

中
に
も
、
南
部
地
区
で
の
入
居
を
希
望

す
る
世
帯
が
一
定
数
い
た
。
南
部
地
区

で
ま
と
ま
っ
た
世
帯
が
入
居
で
き
る
高

層
住
宅
の
建
設
は
可
能
か
。

　
�	

周
辺
環
境
の
配
慮
な
ど
、
県
と
協
議
し

な
が
ら
必
要
な
戸
数
を
整
備
で
き
る
よ
う

検
討
し
た
い
。

　�	

北
部
地
区
の
災
害
公
営
住
宅
用
地
の

確
保
は
。

　

�	

用
地
費
は
国
庫
補
助
の
対
象
に
な
ら
な

い
。
取
得
価
格
に
つ
い
て
は
、
双
方
が
納

得
で
き
る
範
囲
で
交
渉
を
進
め
た
い
。

問答問答問

答問答

　
６
月
委
員
会
で
は
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

［
学
習
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
２
，３
８
３
台
］

を
含
む
５
議
案
が
審
査
さ
れ
、
す
べ
て
可
決

さ
れ
た
。

　
請
願
第
４
号
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
を
た

だ
ち
に
導
入
す
る
た
め
の
国
会
審
議
を
求
め

る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
の
請
願
は
継
続

審
査
と
し
た
。

　
ま
た
、
西
荒
屋
小
学
校
の
復
旧
工
事
予
算

が
計
上
さ
れ
、
被
災
地
の
本
格
復
旧
に
拍
車

が
係
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　�	

小
学
生
学
校
給
食
費
無
償
化
に
つ
い

て
、
無
償
化
す
る
前
の
給
食
費
滞
納
分

は
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

　

�	

無
償
化
の
対
象
は
今
年
度
２
学
期
分
以

降
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
の
滞
納
分
は
引
き

続
き
、
保
護
者
に
納
付
を
求
め
て
い
く
。

　�	
学
習
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
取
得
契
約

に
つ
い
て
詳
細
を
聞
く
。

　

�	
石
川
県
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
推
進

協
議
会
が
実
施
し
た
共
同
調
達
に
か
か
る

企
画
提
案
審
査
委
員
会
で
選
定
さ
れ
た
業

者
と
随
意
契
約
を
締
結
す
る
も
の
で
あ
り
、

前
回
と
は
異
な
る
業
者
と
の
契
約
で
あ
る
。

　�	

大
根
布
小
学
校
災
害
復
旧
工
事
に
つ

い
て
詳
細
を
聞
く
。

　

�	

令
和
７
年
12
月
26
日
ま
で
擁
壁
の
復
旧

工
事
を
行
う
。
７
～
９
月
の
３
カ
月
間
、

一
部
区
間
を
通
行
止
め
と
す
る
た
め
、
周

知
を
徹
底
す
る
。

　�	

鶴
ケ
丘
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
芝
生

化
す
る
が
、
維
持
管
理
は
学
校
の
負
担

に
な
ら
な
い
か
。

　

�	

町
採
用
の
校
務
員
、
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー

ト
ス
タ
ッ
フ
に
散
水
、
肥
料
散
布
を
依
頼
す

る
。
ボ
タ
ン
一
つ
で
散
水
可
能
な
設
備
を
導

入
し
、
肥
料
散
布
の
頻
度
は
多
く
な
い
た

め
、
大
き
な
負
担
を
強
い
る
こ
と
は
な
い
。

問答問答

問答問答

文教福祉
常 任
委 員 会

復興の願いをこめて

震災の爪跡

◎
西
尾
雄
次　
〇
中
村　
聡　
南　
守
雄

　
清
水
文
雄　
　
夷
藤　
満　
磯
貝
幸
博

総務産業
建設常任
委 員 会

◎
恩
道
正
博　
〇
川
口
正
己　
中
川　
達

　
北
川
悦
子　
　
土
屋
克
之　
福
島
誠
一

復
旧
復
興
推
進
部
新
設

職
員
数
は
足
り
る
の
か

大
根
布
小
学
校

災
害
復
旧
工
事
の
詳
細
は

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
（
６
月
）
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復旧復興推進部 新設!!7月1日

令和6年能登半島地震からの復旧復興に向け、復旧復興推進部 復興まちづくり推進課、復旧
復興推進部 地域再建整備課を新設しました。

液状化対策の先進地である

熊本県熊本市
熊本県上益城郡甲佐町
を訪問し、復旧・復興について学んでき
ました。

　平成28年4月14日及び16日に
発生した熊本地震は、わずか28時
間の間に最大震度7が2回、震度6
の地震が5回、余震の累計は4千回
超となる観測史上初の大災害だった。

　熊本県熊本市近見地区及び秋津
町秋田地区、熊本県上益城郡甲佐町
芝原団地の両地区とも、地下水位低
下工法による地盤沈下事例がない
との返答であった。

　当町の最大の問題は、側方流動に
伴う境界のずれの大きさであり、そ
の対応の難しさがカギか。

　都市整備部には企画振興課(企画課と地域産業振興
課を統合)、都市建設課(都市建設課に上下水道課を統
合)が設置されました。復旧復興推進部

公営住宅（甲佐町）

研修（熊本市）

研修（甲佐町） 防災用井戸（甲佐町）

復興まちづくり推進課
担当業務：復興計画、地籍調査、生活再建

地域再建整備課
担当業務： 液状化対策、災害公営住宅、

道路・公園・上下水道（復旧工事）

震災復興研修 令和7年4月16日～18日　熊本方面
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　本会議はどなたでも簡単な手続きで傍聴することができます。
　本会議当日、役場3階の議場入口で、傍聴受付票に住所・氏名をご記入
ください（席には限りがあります）。
　定例月の6月・9月・12月・3月は町政に対する一般質問が行われます。
　皆さまの傍聴をお待ちしております！

内灘町議会事務局 076-286-6715

議会議会をを傍聴傍聴してみませんか？してみませんか？
一般質問って？

議員が町の一般事務の執行状況
や今後の方針、課題などを質問
し、政策的提言をすること。
住みやすい町づくりのために、
大切な役目を果たしています。

モーさん

鶴ケ丘小学校6年生　議会一般質問傍聴令和7年
6月5日

　令和7年6月5日、鶴ケ丘小
学校6年生の皆さんが、社会科
「国の政治のしくみと選挙」「震
災復興の願いを実現する政治」
の学習のため、6月会議（一般
質問）を傍聴しました。

　令和7年5月16日、内灘高等学校生徒会の皆さんに議会広報モニ
ター委嘱状を交付し、議会だよりへの貴重なご意見をいただけるよ
うお願いしてきました。
　任期は令和7年9月30日までです。
　皆さんどうぞよろしくお願いいたします！

住民の願いは
こうやって

実現されていくんだね

植
うえ
松
まつ

美
 みさね
心さん 加

か
賀
が
蓮
はす
奈
な
さん

加
か
藤
とう

柚
ゆ
子
ず
さん 京

きょう
墓
ずか

雅
みやび
さん

新
しん
谷
たに

鼓
こ
太
た
郎
ろう
さん 鈴

すず
木
き
琉
る
允
い
さん

田
た
中
なか

康
こう
太
た
さん 福

ふく
田
だ
真
ま
唯
い
さん

府
ふ
玻
わ
結
ゆ
月
づき
さん 森

もり
口
ぐち

結
ゆい
菜
な
さん

（順不同）

議会広報モニターさんの紹介新
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一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
政
全
般
に
わ
た
り
、
そ
の
執
行
状
況
ま
た
は
将
来
の

方
針
、
政
策
的
提
言
や
行
政
の
問
題
点
・
疑
問
点
・
課
題
な
ど
を
執
行
機
関
に
問

う
も
の
で
す
。

一
般
質
問
（
6
月
5
日
）

6
人
が
登
壇

題
字
　
上
野
雅
子
さ
ん

題
字
　
上
野
雅
子
さ
ん

西
にし
尾
お
雄
ゆう
次
じ

�…………………………… 10
・歴史民俗資料館「風と砂の館」入館料の無料化を
・「世界の凧の祭典」で内灘町の魅力のアピールを

夷
い
藤
とう
　　満

みつる

�…………………………… 11
・交通安全対策について
・行財政改革の目玉は その他2問

北
きた
川
がわ

悦
えつ
子
こ

�…………………………… 12
・準半壊にも解体補助を
・子ども達の心のケアを その他1問

土
つち
屋
や
克
かつ
之
ゆき

�…………………………… 13
・夕陽ヶ丘苑デイサービスの復活を
・屋内運動施設をコンフォモール内灘の中へ

福
ふく
島
しま

誠
せい
一
いち

�…………………………… 14
・内灘ビーチの賑わいづくりを
・ふるさと納税の返礼品に「コト」消費を その他2問

清
し
水
みず

文
ふみ
雄
お

�…………………………… 15
・復旧・復興対策の見える化を図れ
・内灘海水浴場の防犯・安全対策について その他3問

質
問
と
答
弁
の
詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
↓
内
灘
町
議
会
↓
会
議
録
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

会議録

YouTube

るる、にこるる、にこ
4歳（るる）、2歳（にこ）4歳（るる）、2歳（にこ）
♀（るる）、♀（にこ）♀（るる）、♀（にこ）

カニンヘンダックスフンドカニンヘンダックスフンド
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歴史民俗資料館
「風と砂の館」入館料の無料化を

西
にし

尾
お

雄
ゆう

次
じ町長　無料化を前向きに検討

内
灘
町
は
、
砂
丘
上
に

築
か
れ
た
町
だ
。
そ
こ
で
は

縄
文
時
代
や
弥
生
時
代
の
土

器
な
ど
も
出
土
し
て
い
る
。

百
年
ほ
ど
前
に
は
※
粟
崎
遊

園
と
呼
ば
れ
た
巨
大
な
娯
楽

施
設
が
作
ら
れ
て
い
た
。
ま

た
七
十
年
ほ
ど
前
に
は
※
米

軍
砲
弾
試
射
場
が
作
ら
れ
、

村
民
の
激
し
い
反
対
運
動
は

全
国
に
広
く
知
ら
れ
た
。

　
そ
ん
な
個
性
に
溢
れ
た
歴

史
が
気
軽
に
学
べ
る
よ
う
、

入
館
料
を
無
料
化
せ
よ
。

「
風
と
砂
の
館
」
の
入

館
料
無
料
化
は
、
町
民
が
こ

れ
ま
で
以
上
に
足
を
運
び
や

す
い
環
境
を
生
み
、
郷
土
の

自
然
や
歴
史
・
文
化
を
学
ぶ

機
会
が
増
え
、
ふ
る
さ
と
に

対
す
る
思
い
や
知
識
を
深
め

る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

　
従
っ
て
、
今
後
、
近
隣
施

設
の
状
況
な
ど
も
確
認
し
、

施
設
運
営
の
業
務
の
効
率
化

を
図
り
、
入
館
料
を
無
料
化

す
る
こ
と
に
つ
い
て
前
向
き

に
検
討
す
る
。

凧
で
町
の
魅
力
ア
ピ
ー
ル
を

世
界
の
凧
の
祭
典
は
、

広
大
な
砂
浜
を
持
つ
内
灘
町

の
魅
力
を
県
内
外
に
伝
え
る

絶
好
の
機
会
で
あ
り
、
大
事

な
お
祭
り
だ
。
今
年
は
、
県

外
か
ら
の
参
加
者
は
36
人
、

県
内
の
参
加
者
は
１
５
１
人

だ
っ
た
。
ま
た
町
内
の
参
加

者
も
８
８
６
人
と
往
時
に
比

べ
て
大
幅
に
減
っ
て
い
る
。

　
今
後
、
県
内
外
か
ら
の
参

加
者
を
増
や
す
た
め
の
工
夫

や
町
内
各
地
区
の
参
加
者
を

増
や
す
対
策
を
伺
い
た
い
。

世
界
の
凧
の
祭
典
は
、

内
灘
町
を
代
表
す
る
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
町
の
魅
力
を
発
信

す
る
絶
好
の
機
会
と
捉
え
て

い
る
。
今
後
、
県
外
か
ら
の

参
加
者
を
増
や
す
た
め
、
全

国
大
会
の
会
場
で
本
町
の
世

界
の
凧
の
祭
典
へ
の
参
加
を

呼
び
か
け
た
い
。

　
ま
た
、
日
本
海
内
灘
砂
丘

凧
の
会
や
地
区
公
民
館
の
意

見
も
伺
い
な
が
ら
、
参
加
者

を
増
や
す
取
り
組
み
や
担
い

手
育
成
等
も
検
討
し
た
い
。

問

答

問

答

今年の世界の凧の祭典の風景

「内灘郷土史の殿堂」をより身近に

※
粟
崎
遊
園

　
１
９
２
５
年
、金
沢
の

材
木
商
・
平
澤
嘉
太
郎
が

向
粟
崎
の
砂
丘
地
に
開
園

さ
せ
た
粟
崎
遊
園
は
、約

６
万
坪
の
敷
地
に
大
劇

場
や
大
浴
場
、動
物
園
な

ど
を
備
え
て
い
た
。少
女

歌
劇
な
ど
も
人
気
を
博
し
、

「
北
陸
の
宝
塚
」
と
う
た

わ
れ
た
。
し
か
し
、
戦
争

の
激
化
に
よ
り
休
園
に
追

い
込
ま
れ
、１
９
４
４
年

に
は
軍
の
施
設
な
ど
に
転

用
さ
れ
た
。

※
米
軍
砲
弾
試
射
場

　
１
９
５
２
年
、日
本
海

を
含
め
て
砂
丘
地
帯
を
米

軍
砲
弾
試
射
場
に
接
収
さ

れ
た
。翌
１
９
５
３
年
に

は
全
国
の
労
働
者
、学
生
、

知
識
人
ら
の
支
援
を
受

け
、後
に『
内
灘
闘
争
』と

呼
ば
れ
る
大
規
模
な
接
収

反
対
運
動
が
展
開
さ
れ
た
。

内
灘
村
民
ら
は「
金
は
一

年
、土
地
は
万
年
」の
ム
シ

ロ
旗
を
掲
げ
、着
弾
地
近

く
の
権
現
森
な
ど
に
座
り

込
ん
で
激
し
く
抵
抗
し
た
。

一
般
質
問
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危険な横断歩道
押しボタン信号機を要望
安全対策を講じていく　町長

夷
い

藤
とう

　　満
みつる

幹
13
号
諸
江
・
向
粟
崎

線
で
、
３
件
の
交
通
死
亡
事

故
が
発
生
し
て
い
る
。

　
地
元
の
方
々
か
ら
何
度
と

な
く
相
談
を
受
け
て
き
た
が
、

解
決
策
が
見
い
だ
せ
な
い
ま

ま
、
貴
い
命
が
失
わ
れ
た
。

　
同
じ
道
路
で
繰
り
返
し
痛

ま
し
い
交
通
事
故
が
起
き
て

い
る
場
合
、
多
角
的
な
対
応

策
が
有
効
で
あ
る
。
当
然
な

が
ら
、
行
政
、
警
察
、
地
域

が
連
携
し
て
行
う
こ
と
が
最

も
重
要
だ
。

ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
横
断

歩
道
の
歩
行
者
を
よ
り
見
や

す
く
し
、
視
界
を
確
保
す
る

た
め
の
中
央
分
離
帯
の
改
修

費
用
を
６
月
会
議
補
正
予
算

に
上
程
し
た
。

　
今
後
も
引
き
続
き
、
警
察

や
地
域
の
方
と
連
携
し
な
が

ら
、
人
命
を
守
る
こ
と
を
最

優
先
に
、
必
要
な
安
全
対
策

を
講
じ
て
い
き
た
い
。

行
財
政
改
革
の
目
玉
は

大
変
厳
し
い
財
政
状
況

の
中
、
令
和
６
年
能
登
半
島

地
震
が
発
災
し
た
。
復
旧
・

復
興
に
全
力
を
挙
げ
て
取
り

組
む
中
、
今
後
の
行
財
政
改

革
の
目
玉
は
な
に
か
。

老
朽
化
し
た
学
校
給
食

共
同
調
理
場
の
建
設
に
向
け
、

基
金
創
設
の
検
討
を
進
め
て

い
る
。

　
財
政
規
律
を
緩
め
ず
適
正

な
歳
入
の
確
保
に
努
め
、
事

業
の
選
択
と
集
中
に
よ
り
行

財
政
改
革
を
推
進
し
て
い
く
。

中
学
校
部
活
動
地
域
移

行
に
つ
い
て
、
町
の
考
え
を

聞
く
。指

導
者
の
新
規
資
格
取

得
を
補
助
し
、
指
導
者
増
員

を
支
援
し
て
い
く
。
次
年
度

以
降
の
地
域
ク
ラ
ブ
の
費
用

負
担
な
ど
を
検
討
し
、
関
係

団
体
と
協
議
し
な
が
ら
、
来

年
９
月
ま
で
に
休
日
の
地
域

移
行
完
全
実
施
を
目
指
す
。

そ
の
他
の
質
問

全
国
大
会
出
場
補
助
金

の
拡
大
、
対
象
経
費
の
見
直

し
を
行
い
、
補
助
金
の
上
乗

せ
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

選
手
、
家
族
の
負
担
を

軽
減
し
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を

図
る
た
め
、
制
度
拡
充
を
進

め
て
い
く
。

問

答

問答

問答

問答

補助金見直し検討を

待たれる押しボタン信号機

一
般
質
問
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準半壊にも解体補助を

北
きた

川
がわ

悦
えつ

子
こ

町長　新たな補助制度の創設を

準
半
壊
の
た
め
公
費
解

体
が
で
き
な
い
。
災
害
公
営

住
宅
に
も
入
れ
な
い
。
も
ら

え
る
支
援
金
も
少
な
い
。
住

め
る
準
半
壊
な
ら
よ
い
が
住

め
な
い
方
が
い
る
。

　
町
長
の
公
約
に
、
準
半
壊

判
定
で
、
現
実
的
に
は
使
用

困
難
と
判
断
さ
れ
る
建
物
の

解
体
費
用
を
補
助
す
る
と
あ

る
。
早
急
な
具
体
化
を
。

　
側
方
流
動
を
伴
う
液
状
化

を
罹
災
証
明
書
に
、
も
っ
と

反
映
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
だ
。

能
登
創
造
的
復
興
支
援

交
付
金
を
活
用
し
た
新
た
な

解
体
費
用
の
補
助
制
度
創
設

を
検
討
し
て
お
り
、
県
に
も

要
望
し
て
い
る
。

　
令
和
６
年
10
月
に
内
閣
府

が
液
状
化
被
害
の
運
用
指
針

の
検
証
に
係
る
打
合
せ
を
開

催
し
、
被
害
認
定
調
査
に
お

け
る
課
題
等
を
把
握
す
る
た

め
、
内
灘
町
を
含
む
４
市
町

が
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
受
け
た
。

引
き
続
き
判
定
基
準
の
見
直

し
を
要
望
し
て
い
く
。

心

の

ケ

ア

を

被
災
し
た
西
荒
屋
小
は

鶴
ケ
丘
小
に
間
借
り
し
て
い

る
。
両
校
児
童
た
ち
に
疲
れ

が
出
始
め
る
頃
で
、
心
の
支

援
が
必
要
だ
。
学
校
で
の
取

り
組
み
の
現
状
を
聞
く
。

　
保
護
者
の
方
か
ら
、
安
心

し
て
西
荒
屋
小
や
北
部
保
育

所
へ
通
え
る
よ
う
に
し
、
人

口
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と

い
う
熱
い
思
い
を
聞
い
た
。

子
育
て
世
帯
を
対
象
に
し
た

説
明
会
を
開
い
て
ほ
し
い
。

昨
年
度
か
ら
普
通
教
室

の
フ
ロ
ア
を
分
け
、
落
ち
着

い
て
学
校
生
活
を
送
る
体
制

を
整
え
た
。
体
育
館
の
使
い

方
な
ど
約
束
事
を
そ
ろ
え
る

こ
と
や
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
な

ど
を
合
同
で
実
施
し
、
両
校

の
児
童
が
交
流
す
る
機
会
を

増
や
し
て
い
く
。

　
今
後
は
、
よ
り
多
く
の
保

護
者
が
参
加
し
や
す
い
時
間

帯
で
も
説
明
会
を
開
催
し
て

い
く
。

そ
の
他
の
質
問

防
災
教
育
の
現
状
と
今

後
に
つ
い
て
問
う
。

避
難
訓
練
を
実
施
し
て

お
り
、
今
後
も
心
身
の
状
況

を
見
極
め
な
が
ら
防
災
教
育

を
実
施
し
て
い
く
。

問

答

問

答

問答

一緒に楽しむ（西荒屋小・鶴ケ丘小）

公費解体進むが･･･

一
般
質
問
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夕陽ヶ丘苑デイサービスの復活を
新たな施設誘致は求めない　町民福祉部長

土
つち

屋
や

克
かつ

之
ゆき

「
※
団だ

ん

塊か
い

の
世
代
」
が

全
員
75
歳
以
上
に
な
り
、
お

よ
そ
５
人
に
１
人
が
後
期
高

齢
者
と
な
る
。「
２
０
２
５

年
問
題
」
と
も
呼
ば
れ
、
医

療
や
介
護
な
ど
の
体
制
を
ど

の
よ
う
に
拡
大
し
て
い
く
か

が
大
き
な
課
題
と
な
る
。

　
令
和
７
年
度
の
町
へ
の
医

療
・
介
護
に
対
す
る
国
や
県

の
交
付
金
の
見
込
み
額
は
。

合
計
約
27
億
３
千
万
円

を
見
込
ん
で
い
る
。

原
資
の
大
半
が
消
費
税

だ
が
、
非
常
に
大
き
な
金
額

に
な
っ
て
い
る
。

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
併

設
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
、
一

貫
し
た
連
携
で
、
サ
ー
ビ
ス

の
重
複
や
無
駄
を
な
く
し
、

結
果
的
に
介
護
保
険
料
の
削

減
に
つ
な
が
る
。
夕
陽
ヶ
丘

苑
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
復
活
を

推
奨
で
き
な
い
か
。

不
足
の
声
は
な
く
、
新

た
な
施
設
誘
致
は
求
め
な
い
。

屋
内
運
動
施
設
を
コ
ン

フ
ォ
モ
ー
ル
内
灘
の
中
へ

東
京
五
輪
ス
ケ
ー
ト
ボ

ー
ド
女
子
銅
メ
ダ
リ
ス
ト
中

山
楓ふ

う

奈な

選
手
ゆ
か
り
の
ス
ケ

ー
ト
ボ
ー
ド
練
習
場
・
ア
カ

ケ
ン
パ
ー
ク
が
、
令
和
７
年

１
月
５
日
に
コ
ン
フ
ォ
モ
ー

ル
内
灘
へ
移
転
し
た
。

　
す
ぐ
近
く
の
ゲ
オ
内
灘
店

の
跡
地
を
賃
借
し
、
町
営
の

屋
内
運
動
施
設
を
設
置
で
き

れ
ば
、
巨
大
な
子
育
て
ス
ポ

ー
ツ
拠
点
が
で
き
る
。
こ
の

よ
う
に
大
型
貸
店
舗
を
活
用

す
る
考
え
は
な
い
か
。

施
設
の
管
理
運
営
や
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
な
ど
の
課

題
が
あ
り
、
難
し
い
と
考
え

て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
屋
内
遊

び
場
や
図
書
館
な
ど
、
幅
広

い
社
会
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
対

応
で
き
る
複
合
型
多
世
代
・

多
目
的
交
流
施
設
は
、
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震

か
ら
の
復
旧
・
復
興
を
第
一

に
、
そ
の
道
筋
が
つ
い
た
後
、

検
討
し
た
い
。

問答

問答

問

答

巨大な子育てスポーツ拠点を

結果的に介護保険料が削減

※
団だ
ん

塊か
い

の
世
代

　
１
９
４
７
年（
昭
和
22

年
）
か
ら
３
年
間
の「
第

１
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
」に

生
ま
れ
た
人
た
ち
の
こ
と
。

一
般
質
問
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内灘ビーチの賑わいづくりを

福
ふく

島
しま

誠
せい

一
いち

町長　8月に花火とコンサート

夏
の
内
灘
ビ
ー
チ
は
、

町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
、
Ｐ

Ｒ
、
観
光
の
チ
ャ
ン
ス
で
も

あ
る
。
外
国
人
も
増
え
て
お

り
、
海
水
浴
以
外
で
も
ビ
ー

チ
を
楽
し
む
観
光
客
が
非
常

に
多
い
。
色
と
り
ど
り
の
傘

や
風
船
を
上
空
に
並
べ
た
ア

ー
ト
天
井
や
自
由
に
使
え
る

ス
テ
ー
ジ
が
あ
っ
て
も
よ
い
。

　
リ
ピ
ー
タ
ー
も
呼
び
込
ん

で
い
け
る
よ
う
、
ビ
ー
チ
を

活
性
化
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
ぜ

ひ
と
も
こ
の
夏
か
ら
。

５
月
に
世
界
の
凧
の
祭

典
を
開
催
し
た
。
７
月
中
旬

か
ら
８
月
中
旬
に
は
、
町
営

の
内
灘
海
水
浴
場
を
開
設
す

る
。
８
月
23
日
に
は
、
町
商

工
会
に
よ
る
内
灘
サ
ン
セ

ッ
ト
ア
ワ
ー
が
開
催
さ
れ
、

様
々
な
催
物
の
ほ
か
、
武
田

真
治
氏
を
迎
え
て
ミ
ュ
ー
ジ

ッ
ク
ラ
イ
ブ
を
行
う
。
会
場

で
は
復
興
祈
念
の
花
火
も
予

定
。

　
内
灘
ビ
ー
チ
の
に
ぎ
わ
い

づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
く
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

品
に
「
コ
ト
」
消
費
を

ふ
る
さ
と
納
税
は
貴
重

で
大
切
な
町
の
収
入
源
。
本

町
の
返
礼
品
に
は
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
は
あ
る
。

　
返
礼
品
と
し
て
地
域
の
特

産
も
好
評
で
は
あ
る
が
、
サ

ー
ビ
ス
提
供
や
体
験
型
な
ど

「
コ
ト
」
消
費
の
ユ
ニ
ー
ク

な
メ
ニ
ュ
ー
が
全
国
各
地
で

展
開
さ
れ
て
い
る
。

　
唯
一
無
二
の
返
礼
メ
ニ
ュ

ー
の
発
掘
・
拡
大
は
、
町
の

Ｐ
Ｒ
に
も
つ
な
が
る
。
取
組

の
姿
勢
、
戦
略
を
問
う
。

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品

の
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
は
、

体
験
な
ど
の
「
コ
ト
」
消
費

が
増
え
て
お
り
、
全
国
的
に

も
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
が
広
が
り

つ
つ
あ
る
。
町
を
訪
れ
て
い

た
だ
く
き
っ
か
け
や
、
町
の

Ｐ
Ｒ
に
も
つ
な
が
る
。

　
新
規
の
返
礼
品
を
広
く
募

集
す
る
と
と
も
に
、
魅
力
的

な
「
コ
ト
」
消
費
の
返
礼
品

目
を
生
み
出
し
、
メ
ニ
ュ
ー

拡
大
に
取
り
組
む
。

そ
の
他
の
質
問

応
急
仮
設
住
宅
で
の
雪

か
き
は
自
助
の
範
囲
を
こ
え

て
い
る
。
情
報
発
信
や
地
元

町
会
等
と
の
連
携
を
。

社
協
と
連
携
し
、
町
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
募
集
を
発
進
、
除
雪
会
議

で
も
地
域
に
協
力
を
求
め
る
。

他
県
で
は
下
水
道
管
破

裂
や
風
力
発
電
の
羽
根
が
折

れ
る
事
故
。
本
町
で
の
公
共

施
設
設
備
の
点
検
と
対
応
は
。

適
宜
点
検
を
実
施
し
、

不
具
合
が
確
認
さ
れ
た
場
合

に
は
必
要
に
応
じ
て
修
繕
等

を
行
っ
て
い
る
。

問

答

問

答

問答問答

返礼品メニューの拡大を

海岸に賑わいを

一
般
質
問
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復旧・復興対策の見える化を図れ
災害対策情報紙を随時発行　町長

清
し

水
みず

文
ふみ

雄
お

議
会
で
は
復
興
に
向
け

た
視
察
研
修
の
た
め
、
熊
本

県
へ
行
っ
た
。
熊
本
市
近
見

地
区
で
は
「
ち
か
み
ら
い
通

信
」
を
発
行
し
、
復
旧
・
復

興
対
策
の
進
捗
状
況
を
、
住

民
説
明
会
に
出
ら
れ
な
い
人

を
は
じ
め
全
戸
に
配
布
し
、

復
旧
・
復
興
対
策
の
見
え
る

化
を
図
っ
て
い
た
。
町
長
は

災
害
対
策
情
報
に
関
す
る
広

報
紙
を
発
行
す
る
意
向
を
住

民
説
明
会
で
示
し
た
が
、
そ

の
概
要
を
聞
く
。

広
報
う
ち
な
だ
と
は
別

の
形
式
で
、
被
災
地
区
へ
は

全
戸
配
布
、
被
災
地
区
以
外

へ
は
回
覧
板
形
式
を
検
討
。

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
公
式
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
配

信
を
考
え
て
い
る
。
財
源
と

し
て
能
登
創
造
的
復
興
支
援

交
付
金
の
活
用
を
要
望
し
て

お
り
、
交
付
金
が
決
定
さ
れ

次
第
、
発
行
し
た
い
。
随
時

発
行
し
、
担
当
部
署
は
復
旧

復
興
推
進
部
を
予
定
し
て
い

る
。

２
年
ぶ
り
海
水
浴
場
開
設

県
の
行
政
代
執
行
で
旧

浜
茶
屋
が
撤
去
さ
れ
て
か
ら

初
め
て
内
灘
海
水
浴
場
が
開

設
さ
れ
る
。
海
水
浴
場
開
設

の
概
要
、
防
犯
・
安
全
対
策
、

ご
み
対
策
の
考
え
を
聞
く
。

７
月
19
日
か
ら
８
月
17

日
ま
で
の
午
前
９
時
か
ら
午

後
５
時
ま
で
開
設
。
安
全
対

策
は
、
内
灘
海
岸
安
全
会
議

で
、
安
全
管
理
体
制
や
合
同

パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
な
ど
を

協
議
す
る
。
ご
み
対
策
は
、

持
ち
帰
り
啓
発
の
看
板
設
置

と
パ
ト
ロ
ー
ル
で
注
意
喚
起

す
る
。移

動
交
番
設
置
を
関
係

機
関
に
要
請
す
る
考
え
は
な

い
か
。津

幡
警
察
署
に
要
請
し

た
が
、
移
動
交
番
は
設
置
せ

ず
、
海
岸
、
周
辺
地
域
で
土

日
や
夜
間
の
パ
ト
カ
ー
で
の

巡
回
を
強
化
し
、
犯
罪
抑
止

を
図
る
方
針
と
回
答
を
得
た
。

そ
の
他
の
質
問

民
間
企
業
等
と
締
結
し

て
い
る
災
害
協
定
は
何
件
か
。

本
年
５
月
末
現
在
、
生

活
必
需
品
や
施
設
の
提
供
な

ど
、
計
23
件
。

民
間
企
業
等
と
の
災
害

協
定
締
結
を
、
よ
り
推
進
し

て
い
く
考
え
は
な
い
か
。

災
害
時
の
支
援
を
円
滑

に
行
う
た
め
、
協
力
事
業
者

の
拡
大
に
努
め
て
い
く
。

災
害
協
定
を
締
結
し
て

い
る
自
治
体
や
民
間
企
業
等

の
一
覧
表
を
作
成
し
、
町
民

に
情
報
の
共
有
を
図
れ
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
町
地

域
防
災
計
画
に
一
覧
を
公
表

し
て
お
り
、
よ
り
容
易
に
確

認
で
き
る
よ
う
工
夫
し
た
い
。

問

答

問答

問答

問答問答問答

海岸及びその周辺地域で土日や夜間のパトカーでの
巡回を強化、犯罪抑止が図られる！

復旧・復興対策の一層の推進と見える化をめざす

一
般
質
問
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1部あたりの単価は54.40円です。

発
　
行
：
内
灘
町
議
会
	
責
任
者
：
議
長
　
七
田
満
男

〒
920-0292　

 石
川
県
河
北
郡
内
灘
町
字
大
学
1丁
目
2‐
1

 076-286-6715　
 FA
X
076-286-6711

◆
竪
琴
フ
レ
ン
ズ
と
は
ど
の
よ

う
な
グ
ル
ー
プ
で
す
か
。

〇
音
楽
愛
好
家
が
集
ま
り
、内

灘
町
文
化
協
会
に
入
会
し
設

立
さ
れ
た
の
は
、
令
和
5
年

11
月
で
す
。
ま
だ
発
足
し
た

て
の
新
し
い
グ
ル
ー
プ
で
す
。

当
初
は
13
名
で
始
ま
り
ま
し

た
が
、
現
在
は
18
名
に
な
り

ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
会
員
募

集
中
で
す
の
で
興
味
の
沸
い

た
方
は
ぜ
ひ
、
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

◆
竪
琴
と
は
ど
ん
な
も
の
で
す

か
。

〇
竪
琴
と
聞
い
て
皆
さ
ん
が
思

い
浮
か
ぶ
の
は
、
ビ
ル
マ
の

竪
琴
と
言
う
言
葉
だ
と
思
い

ま
す
が
、
実
際
に
竪
琴
を
目

に
す
る
機
会
は
少
な
い
と
思

い
ま
す
。
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の

ハ
ー
プ
の
小
さ
く
し
た
形
状

で
私
達
の
使
っ
て
い
る
も
の

は
、
弦
が
25
本
で
40
セ
ン
チ

四
方
の
物
で
す
。

◆
練
習
場
所
や
、
具
体
的
な
活

動
は
ど
ん
な
も
の
が
あ
り
ま

す
か
。

〇
練
習
場
所
は
、宮
坂
公
民
館
、

大
学
公
民
館
、
ハ
マ
ナ
ス
楽

器
な
ど
で
曜
日
、
時
間
を
決

め
て
会
員
の
皆
さ
ん
が
集
合

し
や
す
く
練
習
で
き
る
よ
う

努
め
て
い
ま
す
。
活
動
内
容

は
、
町
の
ア
カ
シ
ア
ロ
マ
ン

チ
ッ
ク
祭
、8
月
に
行
わ
れ

る
合
同
発
表
会
ま
た
各
町
会

な
ど
か
ら
声
が
掛
か
れ
ば
各

公
民
館
や
福
祉
サ
ロ
ン
ま
た
、

県
庁
19
階
の
展
望
ラ
ウ
ン
ジ

な
ど
で
演
奏
活
動
を
し
て
い

ま
す
。

	

日
程
が
合
え
ば
ど
ん
ど
ん
演

奏
会
を
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
お
声
掛
け
し

て
下
さ
い
。

◆
町
や
議
会
に
望
む
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
。

○
役
場
庁
舎
に
用
事
が
あ
り
徒

歩
で
行
く
の
で
す
が
、
花
の

植
栽
な
ど
手
入
れ
を
し
て
い

る
の
は
良
い
の
で
す
が
、
通

路
の
コ
ケ
や
池
の
水
の
濁

り
が
気
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

各
所
の
公
園
の
雑
草
が
気
に

な
り
ま
す
。
特
に
ハ
マ
ナ
ス

の
中
国
公
園
の
池
が
と
て
も

汚
い
、
亀
と
か
も
住
み
着
い

て
い
て
近
く
に
保
育
園
も
あ

る
の
で
綺
麗
に
し
て
ほ
し
い

で
す
。

◆
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

広
報
対
策
特
別
委
員
会

　

委
員
長　

中
村　
　

聡

　

副
委
員
長　

土
屋　

克
之

　

委　
　

員　

北
川　

悦
子

　

委　
　

員　

西
尾　

雄
次

　

委　
　

員　

福
島　

誠
一

　

議
会
６
月
会
議
で
は
全
議
案

を
可
決
し
、
震
災
の
復
旧
復
興

事
業
が
加
速
し
て
い
き
ま
す
。

人
口
減
少
対
策
も
待
っ
た
な
し

で
す
。

　

朝
ド
ラ
「
あ
ん
ぱ
ん
」
の
影

響
で
、
や
な
せ
た
か
し
氏
に
興

味
を
も
ち
ま
し
た
。
歌
や
絵
本
、

ア
ニ
メ
な
ど
、
や
な
せ
氏
は
作

品
を
通
し
て
、
自
己
犠
牲
、
生

き
る
意
味
、
命
の
尊
厳
な
ど
、

人
生
を
豊
か
に
す
る
ヒ
ン
ト
を

与
え
て
く
れ
ま
す
。
作
詞
し
た

ア
ニ
メ
主
題
歌
に
は
こ
ん
な
フ

レ
ー
ズ
が
あ
り
ま
す
。“
ア
ン

パ
ン
マ
ン
は
君
さ
♬
君
は
や
さ

し
い
ヒ
ー
ロ
ー
さ 

”。

　

被
災
前
の
日
常
を
取
り
戻
す

に
は
、
行
政
と
町
民
の
皆
さ
ん

の
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
内

灘
町
に
住
む
誰
も
が
主
人
公
で

あ
り
ヒ
ー
ロ
ー
で
す
。
み
ん
な

で
難
局
を
乗
り
越
え
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

�

〔
委
員　

福
島　

誠
一
〕

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー�

中
村
　
聡

今
回
は
、金
沢
医
科
大
学
病

院
内
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー

ル
の
ふ
れ
あ
い
た
い
む
で
、

演
奏
さ
れ
て
い
た「
竪
琴
フ

レ
ン
ズ
」に
お
じ
ゃ
ま
し
て
、

代
表
の
西に

し

田だ

洋よ
う

子こ

さ
ん
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

2列目左
代表　西田　洋子さん

街かどインタビュー
突撃！突撃！

町の団体シリーズ㉗

何時までもアオハル

アカシアロマンチック祭

県庁19階にて
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